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一般社団法人山口県医師会令和５年度第１７回理事会 

  

令和５年１２月７日(木) 午後５時００分～午後６時２０分 

加藤会長、沖中・中村両副会長、伊藤専務理事、前川・河村・長谷川・上野・茶川・ 

縄田各常任理事、白澤・藤原・竹中・木村・岡・藤井・國近各理事、藤野・宮本・ 

友近各監事 

 

議決事項 

１ 令和 6 年度山口県医師会代議員会について 

 来年度の臨時代議員会を令和 6 年 5 月 16 日、定例代議員会を令和 6 年 6 月 13 日に

開催することに決定した。 

 

協議事項 

１ 山口県医師会地域医療対策委員会について 

 標記委員会の位置付けを見直すため、これまでの経緯及び検討内容について説明が

あり、次回理事会で方針を協議・決定することとした。 

 

２ 第 3 回都道府県医師会長会議の質問について 

 標記会議に提出する質問案について協議し、内容を統合して提出することが決定し

た。 

 

３ 山口県人事委員会勧告に伴う本会職員給与等の改定について 

 県職員の給与改定に準じ、月例給を引き上げ、特別給を今年度分から年間 0.1 月分引

き上げることを決定した。 

 

報告事項 

１ 日本精神科病院協会 日本精神科医学会学術教育研修会 事務部門 

（11 月 16 日・17 日） 

 標記研修会に来賓として出席し、挨拶を行った。（加藤） 

 

２ 日医 2023 年度防災訓練（災害時情報通信訓練）北海道・千島海溝地震津波災害想

定訓練「Web」（11 月 16 日） 

 Web 上で標記災害を想定した訓練が行われた。（上野） 

 

３ 第 2 回山口県みほり学園機能強化基本構想検討委員会「Web」（11 月 16 日） 

 基本構想（素案）中の機能強化の基本的な考え方、目指す機能・役割、新たな施設の
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規模、スケジュール等について意見交換・質疑を行った。（河村） 

 

４ 多数の死者を伴う大規模災害発生時における検視・遺族対応合同訓練「第 11 回」 

（11 月 16 日） 

 大規模災害の現場で発見された遺体の搬送、行方不明者の届出受理、検視場所での遺

体受付等を想定した訓練を行われた。（前川） 

 

５ 郡市医師会学校保健担当理事協議会・学校医部会合同会議（11 月 16 日） 

 山口県統合型校務支援システムに導入する保健関係帳票、学校保健担当理事・学校医

部会委員からの意見・質問等について協議を行った。（河村） 

 

６ 第 3 回山口県医療費適正化推進協議会「Web」（11 月 17 日） 

 次期計画の改定方針、スケジュール等の説明が行われた。（伊藤） 

 

７ 山口県福祉サービス運営適正化委員会第 141 回苦情解決部会（11 月 17 日） 

 苦情受付状況、苦情解決審議事案、令和 5 年度福祉サービス苦情解決制度研修会等に

ついて協議を行った。（前川） 

 

８ 日医第 3 回医師会共同利用施設検討委員会（11 月 17 日） 

 令和４・5 年度医師会共同利用施設検討委員会報告書（答申素案）について説明、討

議が行われた。（茶川） 

 

９ 中四九地区医師会看護学校協議会 第 18 回世話人会「Web」（11 月 18 日） 

 第 54 回中四九地区医師会看護学校協議会の会計決算報告の後、第 56 回の担当校等

について協議を行った。また、来年度第 55 回を担当する防府看護専門学校よりプログ

ラム（案）等の説明が行われた。（沖中） 

 

10 第 169 回生涯研修セミナー（11 月 19 日） 

 鳥取大学医学部器官制御外科学講座救急・災害医学分野の本間正人 教授による「医

療機関における BCP について」、山口大学大学院医学系研究科ゲノム・機能分子解析学

講座の坂本 啓 教授による「腸内細菌叢と疾患～メカニズムと治療応用について～」、

慶應義塾大学医学部循環器内科学教室の遠藤 仁 専任講師による「脂質酸化物による

心疾患の正と負の制御」、山口大学大学院医学系研究科病態制御内科学講座の太田康晴 

教授による「特殊な病態の側面から改めて考え直す糖尿病・内分泌代謝疾患」の講演 4

題を行った。参加者 92 名。（茶川） 
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11 中国四国医師会連合「医事紛争研究会」（11 月 19 日） 

 医療従事者等に向けた講習会、高齢者の施設内転倒事故等、各県からの提出議題や日

本医師会への要望・提言等について意見交換を行った。（縄田） 

 

12 第 2 回山口県障害者施策推進協議会（11 月 20 日） 

 「やまぐち障害者いきいきプラン（2018～2023）」に係る今年度の主な取組、新「や

まぐち障害者いきいきプラン」（素案）等について協議を行った。（長谷川） 

 

13 第 2 回山口県自殺対策連絡協議会（11 月 20 日） 

 山口県自殺総合対策計画（第 4 次）の素案等について協議を行った。（中村） 

 

14 重点支援地方交付金に関する要望「議長、知事」（11 月 20 日） 

 重点支援地方交付金を活用した物価高騰への支援について山口県議会議長、山口県

知事に要望した。（加藤） 

 

15 第 1 回山口県国民健康保険運営協議会「Web」（11 月 20 日） 

 本県の国民健康保険の概況についての報告の後、令和 4 年度国民健康保険特別会計

決算剰余金の使途、第二期山口県国民健康保険運営方針の策定について協議を行った。 

（沖中） 

 

16 第 3 回診療報酬改定に関する都道府県医師会長会議「Web」（11 月 21 日） 

 令和 6 年度予算編成に向けての現状報告と今後に向けた対応について松本日本医師

会会長から説明があり、意見交換を行った。（加藤） 

 

17 第 2 回「教えて！先輩 オンライン LIVE」（11 月 21 日） 

 「医師の働き方の多様性」をテーマに、さまざまなライフスタイルを実践している 6

名の先輩医師が体験談を語り、若い医学生、研修医等からの質問に答えるオンラインイ

ベントを開催した。（長谷川） 

 

18 中国地方社会保険医療協議会山口部会「第 182 回」（11 月 22 日） 

 医科 1 件、歯科１件、薬局２件が指定された。（中村） 

 

19 病院勤務医懇談会「美祢市立病院」（11 月 22 日） 

 医師会入会のメリットについての説明の後、美祢市立病院から県医師会への質問、事

前アンケートの調査結果等について意見交換を行った。(中村） 
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20 健康スポーツ医学実地研修会（11 月 23 日） 

 倉敷芸術科学大学生命科学部健康科学科の枝松千尋 准教授による「ノルディックウ

ォーキングの効果」と題した特別講演の後、ウォーキングを実施した。（上野） 

 

21 認知症サポート医フォローアップ研修会（11 月 25 日） 

 山陽小野田市福祉部高齢福祉課地域包括支援センターの中嶋克行 氏による「認知症

のある本人の声を起点としたチームオレンジの立ち上げに向けて」、山口市健康福祉部

高齢福祉課の山下和美 主査、山口市北東第 2 地域包括支援センターの白川泰子 認知

症地域支援推進員による「山口市における認知症カフェの取組～本人・家族の声を活か

した地域づくり～」、山口県こころの医療センターの兼行浩史 院長による「BPSD に対

する適切な治療介入のために」の 3 題の講演を行った。受講者 41 名。（伊藤） 

 

22 山口県介護保険関係団体フォーラム（11 月 26 日） 

 公立大学法人埼玉県立大学大学院保健医療福祉学研究科の川越雅弘 教授による「地

域包括ケア／地域共生社会を実現する上での課題と対応策～多職種・多主体協働によ

る課題解決の視点から～」、淑徳大学総合福祉学部社会福祉学科の結城康博 教授によ

る「2024 年の介護報酬改定を考える」の 2 題の講演を行なわれた。（加藤） 

 

23 山口県学校心臓検診検討委員会（臨時）「Web」（11 月 27 日） 

 山口県統合型校務支援システムに関する保健関係帳票の健康診断分類について協議

を行った。（河村） 

 

24 山口県報道懇話会との懇談会（11 月 28 日） 

 診療報酬改定について伊藤専務理事、加藤会長から情報提供を行い、その後意見交換

を行った。（長谷川） 

 

25 個別指導「病院」（11 月 30 日） 

 1 医療機関の立会を行った。（竹中） 

 

26 日本スポーツ振興センター災害共済給付事業運営協議会（11 月 30 日） 

 地域の関係団体との連携による事故防止情報の提供充実等の報告の後、災害共済給

付の歴史及び制度概略、災害共済給付事業の今後の運営について協議を行った。（茶川） 

 

27 第 3 回健康教育委員会（11 月 30 日） 

 令和 5 年度健康教育テキスト「緑内障」の素案、来年度の健康教育テキストのテーマ

・執筆者等について協議を行った。（上野） 
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28 郡市医師会労災・自賠責保険担当理事協議会・労災・自賠責医療委員会合同会議 

（11 月 30 日） 

 山口労働局から労災レセプト電算処理システム普及促進、人身事故事故による自賠

責診療と労災診療の調整事案への対応等について説明・質疑応答が行われ、その後、山

口労働局に対する要望、令和 5 年度労災・自賠責医療委員会での協議結果報告等につい

て協議を行った。（伊藤） 

 

29 自賠責保険研修会（11 月 30 日） 

 「自賠責保険（共済）のしくみ」と題した講演の後、㈲イノウエ・メディカル・コン

サルタントの井上久代表取締役による「交通事故診療における留意点～損保顧問医の

立場から～」と題した特別講演が行われた。受講者 54 名。（伊藤） 

 

30 日医家族計画・母体保護法指導者講習会「Web」（12 月 2 日） 

 「新たな潮流のなかで母体保護法指定医師が取り組むべきこと」をテーマに 4 講演が

行われた。（縄田） 

 

31 有床診療所の日 301 周年記念講演会（12 月 3 日） 

 日本医史学会の坂井建雄 副理事長による「医学・医療と入院施設の医学史～医療の

中心にある医師・患者関係の歴史～」と題した基調講演の後、「歴史から学ぶ有床診療

所、その現在と未来を語る」と題してシンポジウム、パネルディスカッションが行われ

た。（伊藤） 

 

32 いい医師の日：県民公開講座（12 月 3 日） 

 第 14 回フォトコンテストの表彰の後、落語家の鈴々舎馬るこ師匠による「笑いと健

康」と題した特別講演・落語を行った。参加者 157 名。（長谷川） 

 

33 学校医研修会･学校医部会総会・予防接種医研修会・学校心臓検診精密検査医療機

関研修会（12 月 3 日） 

 東京女子医科大学循環器小児・成人先天性心疾患科の豊原啓子 准講師による「小児

の心電図の読み方」と題した学校心臓検診精密検査医療機関研修会の後、予防接種医研

修会、山口県医師会学校医部会総会、学校医研修会を行った。参加者 86 名。（河村） 

 

34 国民医療を守るための総決起大会（12 月 4 日） 

 松本吉郎 国民医療推進協議会会長等の挨拶の後、趣旨の説明、決意表明、決議を行

った。（伊藤） 
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35 勤務医部会第３回企画委員会（12 月 5 日） 

 座談会、令和 5 年度総会・講演会、市民公開講座等について協議を行った。（中村） 

 

36 勤務医部会座談会（12 月 5 日） 

 「定年退職後の勤務医の働き方について」をテーマとして、5 名の参加者を招き意見

交換を行った。（中村） 

 

37 広報委員会（12 月 7 日） 

 会報主要記事掲載予定（1～3 月号）、炉辺談話、令和 6 年度の県民公開講座等の広

報事業について協議した。（長谷川） 

 

38 会員の入退会異動 

 入会 6 件、退会 7 件、異動 7 件。（12 月 1 日現在会員数：1 号 1,211 名、2 号 872 名、

3 号 458 名、合計 2,541 名） 

 

医師国保組合理事会 第 14 回 

議決事項 

１ 規約の一部改正について（理事の専決処分） 

 理事の専決処分により、規約第21条の2の次に、第21条の3（産前産後期間相当分の保

険料軽減）を新設し、2月22日開催の組合会で報告することを議決した。 

 

報告事項 

1 第 19 回「学びながらのウォーキング大会」（11 月 23 日） 

 山陽小野田市のナチュラルグリーンパークホテルで開催。山陽小野田市自然保護協

議会笹尾克之事務局長による「江汐公園の自然」と題した講演後、江汐公園内を約5.4

㎞ウォーキングした。参加者34名。（長谷川） 

 

２ 組合会議員定数について 

 「組合会議員の数の算定基準等に関する内規」の規定により、議員定数31人を令和5

年12月1日現在の選挙区ごとの甲種組合員数を基に配分し、次期各選挙区の定数は、現

行と変更がないことを報告した。（長谷川） 


